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朝から、年長組の子どもたちがホールで木琴や鉄琴、大太鼓や小太鼓などの楽器を練習する音が聞こえます。
年中組の子どもたちも「ぼくは鍵盤ハーモニカを弾くよ」「私はタンバリン」など自分の担当の楽器を嬉しそう
に教えてくれました。「○○組は△△を弾くんだよ」と子どもたちが大切に楽譜を見せてくれる姿からも、自分
のクラスの曲に愛着を持っている事が感じられます。11 月の誕生会で木野聖子先生に演奏して頂いた素敵なマ
リンバの演奏も、子どもたちの「先生みたいに弾いてみたいな」という気持ちを高めたのではないでしょうか。 
ちゅうりっぷ組さん、年少組さんもクラスの大好きな友だちや先生と一緒に行う表現活動を楽しみながら毎日
を過ごしています。音楽会が楽しみですね。 

◆ 色々な色の“bear”◆ 

  

11月のテーマは、「動物」でした。 

 

年中組では、絵本“Brownbear，Brownbear，What 

do you see?”を見ました。身近な動物の英語表現と色
の組み合わせに親しみました。 

色を表す形容詞と名詞を組み合わせることで、よりイ
メージが伝わりやすくなります。 

例として、“brown bear”の“brown”の部分を“red”
“yellow”“blue”“green”“purple”“white”“black”
“gold”に置き換えながらその変化を確認していきまし
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色のついてない(透明)の熊の後ろの紙を入れ替える
ことで、熊の色が変わっていきます。 

bearの色が変わると同時に、bearの前の空欄部分に色
を表す形容詞が入ってくるようにすることで、形容詞の
働きが視覚的にイメージできるように工夫しています。   

英語の綴りを読んでその意味を理解する所まではね
らっていないのですが、言葉が組み合わさって一つのイ
メージを表している、と言うことが伝わるようにしてい
ます。 

これからも、更に豊かな表現ができる良さを実感でき
るように、たくさんの語彙に触れて、実際の場面でも使
っていきたいと思います。 

 

 

◆ Have you seen my cat?◆ 

 

年長組では、テーマにちなんで、一冊の絵本を見まし

た。タイトルは“Have you seen my cat?”著者は Eric 

Carleです。 

 この絵本は、主人公の少年が、自分の飼っている猫を

探しており、色々な人に“Have you seen my cat?”と

尋ねて自分の猫を探しに行くという内容です。本の中に

は様々なネコ科(The cat family)の動物が登場します。a 

lion, a panther, a bobcat, a tiger, a puma, a cheetah, a 

jaguar, a persian cat等の少年が探している猫ではない

動物がたくさん出てきます。それを見た少年は、“This 

is not my cat!”と言います。無事に少年の猫が見つか

ったかどうかは、子どもたちに聞いてみてください。 

この絵本に含まれている表現の中には否定の副詞

“not”が繰り返し出てくるので、自然と not の働きに

も気付いていくことができます。 

読み終わった後、絵本に登場した動物を、本物の写真

と見比べたりしました。その時に、「ネコ科の動物だ!」

と登場した動物の特徴を見て気付いた子どももいまし

た。 

また、今まで使っていた表現“I am happy.”に not

を加えて“I am not happy.”と表すと、どう言う状態

を表しているのかをみんなで確認してみました。Not

という時は手を顔の前で横に振って、否定のジェスチャ

ーを交えながら表現しました。 

「わかった、うれしく“ない”ってことだね」子どもた

ちは、notを加えることでうれしく「ない」ということ

が表せるという事、notは否定の働きをするということ

を確認していきました。 

日本語でも日頃何気なく使用している助動詞「～な

い」と同様の働きをする副詞 notも、様々な場面で応用

していきたいと思います。 

「おおだいこ」「こだいこ」は 

どうよばれているのでしょうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

※これらの楽器は、どのような叩き方で演奏するのでしょうか。音楽会の時に使っている楽器があれば良く見てみる

といいですね。また、叩いて音を出す楽器の他にも色々な方法で音を出す楽器がありますので調べてみてくださいね。 

＜クイズ＞ 

What animal is this? --- It is     ?   . 

①                              ② 

 

 

 

 

It has a wide bill.  It has webs, so it can swim well. 

 

 

 

 

 

 

 

This month’s English conversation～今月の英会話～⑥ 

 

It is cold, isn’t it?  
「寒いですね。」 

 

 
言った内容について、相手の同意や確認を求める表現です。主に、会話や友だち同士の 
手紙のやり取りで使われることが多いようです。 
日本語の「～ね」という終助詞(相手に同意を求める気持ちを表す)を使った表現に相当します。 

種類によって更に細かく区別されています。 
 
bass drum   snare drum    tenor drum 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜他の太鼓の仲間＞ 
timpani       conga      bongo 
 

vibraphone 

この文書に関するご意見・ご感想、また、ご家庭の英語に関する取り組みの紹介等、引き続きお待ちしています。 
(編集：上原) 

xylo：木製 (もくせい )の 

phone：音(おと) 

という言葉を 

組み合わせることで「木

琴」と言う楽器を表して

いるのですね。 

 

では、鉄琴(てっきん) 

“vibraphone” 

には、どんな言葉が隠れ

ているのでしょう。 

ヒントは、「演奏した時

聞こえる音の感じ」を表

しているようです。 

It has four big legs 

 

It has a long nose. 

 

 


